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ご 

挨 

拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
し
い
年
を
迎
え
る
回
数
は
個
々
違
い
ま
す
。
そ
の
人
な
り
の
思
い

出
迎
え
る
大
切
な
体
感
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

日
川
協
も
無
事
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
お
祝
い
を
交

わ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
む
い
ろ
い
ろ
な
事
が
起
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
迎
え
る
わ
た
く
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
地
に
足
を
着

け
て
お
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
柳
多
留
２
５
０
年
と
い
う
貴
重
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

年
を
無
事
乗
り
越
え
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
川
協
通
信
（
113
） 

 

平
成
28
年
１
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 
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瓢
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務
理
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常
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理
事 

本
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智
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常
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理
事 
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俊
秀 

常
務
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守 
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務
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河
内 
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佐
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岳
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朝
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花
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雫
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隆
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松
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天
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事 

平
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繁
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事 

小
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蘭
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理 
 

事 
佐
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美
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事 

井
原
み
つ
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植
木 

利
衛 

理 
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島
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駱
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事 

天
根 

夢
草 

監 
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私
は
そ
の
記
念
大
会
の
挨
拶
の
中
に
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
わ
れ
わ
れ
の
文
芸
川
柳
を
社
会
に
向
っ
て
発
信
す
る
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。
と
同
時
に
２
５
０
年
ま
で
の
軌
跡
を
大
切
に
、
こ

れ
ま
た
生
か
す
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。 

 

と
く
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
そ
し
て
い
ま
の
平
成
の
川
柳
を
真

剣
に
語
り
合
う
こ
と
の
必
要
性
を
私
は
と
く
に
感
じ
ま
す
。 

 

更
に
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
川
柳
と
ど
う
対
峙
す
る
か
、

ま
た
伝
統
を
守
り
ぬ
い
て
来
た
わ
た
く
し
た
ち
の
川
柳
と
ど
う
か

か
わ
り
合
い
を
持
つ
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
わ
た
く
し
た
ち
が
作

っ
て
い
る
い
ま
の
川
柳
を
少
し
で
も
高
め
る
必
要
を
し
み
じ
み
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
こ
の
正
月
に
と
く
に
思
う
こ
と
が
あ
り
「
川
柳
も
や
は
り

は
じ
め
に
人
あ
り
き
」
と
詠
み
ま
し
た
。 

 

人
間
を
存
分
に
詠
む
こ
と
の
出
来
る
川
柳
を
も
う
一
度
見
つ
め
、

自
分
を
磨
く
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
と
し
も
皆
さ
ん
と
「
川
柳
を
語
る
」
こ
と
を
実
現
し
た
い
も

の
で
す
。 

 

平
成
28
年
の
新
年
に
感
謝
し
な
が
ら
…
…
。 

  

   

日
時 

平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）
12
時
か
ら 

場
所 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル 

 
 
 

出
席
理
事
＝
17
名 

出
席
監
事
＝
２
名 

 

議
長
に
大
野
理
事
長
を
選
出
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

議
案
第
１
号 

平
成
28
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

平
成
27
収
支
補
正
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
３
号 

平
成
28
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
４
号 

柳
多
留
２
５
０
年
記
念
誌
上
大
会
入
賞
句
の
件 

 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告

通
り
可
決
成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
に
閉
会
し
た
。 

   

平
成
二
十
七
年
度 

第
三
回 

理 

事 

会 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間

に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川

柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
27
月
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊

及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
28
月
１
月
末
日
ま
で
に
当

協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第９回 

川柳文学賞募集 
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第
31
回 

国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
２
０
１
６ 

川
柳
作
品
募
集
要
項
（
概
要
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 

犬
山
の
城
下
に
響
け
川
柳
の
祭
典 

～ 
 

１
．
応
募
受
付
期
間 

 

平
成
28
年
４
月
上
旬
～
７
月
20
日
（
水
）
（
当
日
消
印
有
効
） 

２
．
応
募
規
定 

（
１
）
作 

 

品 
一
人
各
題
二
句
詠
（
未
発
表
作
品
に
限
る
） 

（
２
）
応 

募 

料 

一
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
但
し
、
海
外
投
稿
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
さ
れ
た
方
、
及
び
小･

中･

高
校
生
は
無
料
と
し
ま
す
。） 

（
３
）
応
募
方
法 

所
定
の
応
募
用
紙
及
び
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
振
替
払
込
金
受
領
証
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）
応 

募 

先 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
大
会
事
務
局(

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
内) 

 
 

 
 

 
 
 
 

〒
５
３
０
‐
０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１-

11-

９
０
５ 

３
．
宿
題
・
選
者 

 
 

 
 

<

事
前
投
句> 

小
学
生
・
中
学
生
の
部 

 
 

 

「 
 

朝 
 

」
＝
駒
木 

一
枝
（
福 
島
） 

 

「 

甘 

い 

」
＝
大
楠 

紀
子
（
奈 

良
） 

 

「
自
由
に
作
る
」
＝
岩
田 

明
美
（
静 

岡
） 

 
 

 
 

<

事
前
投
句> 

高
校
生
・
一
般
の
部 

 
 

 

「 
 

朝 
 

」
＝
渡
辺 

松
風
（
秋 

田
） 
 

「 

開 

発 

」
＝
西
出 

楓
楽
（
大 

阪
） 

 
 

 

「 

急 

ぐ 

」
＝
安
藤 

波
瑠
（
東 

京
） 

 
「 

味 

噌 

」
＝
重
徳 

光
州
（
愛 

知
） 

 
 

 
 

<

当
日
投
句> 

 
 

 

「 

フ
リ
ー 

」
＝
大
西 

泰
世
（
大 

阪
） 

 
「 
ド
ー
ム 

」
＝
江
畑 

哲
男
（
千 

葉
） 

 

「 
 

粉 
 

」
＝
矢
沢 

和
女
（
兵 

庫
） 

第
二
次
選
者 

 

大
野 

風
柳
（
新 

潟
） 

岡
崎 
 

守
（
北
海
道
） 

佐
藤 
岳
俊
（
岩 

手
） 

天
根 

夢
草
（
大 

阪
） 

田
中 

新
一
（
大 

阪
） 

４
．
賞
（
予
定
）
文
部
科
学
大
臣
賞 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

愛
知
県
知
事
賞 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

 
 

 
 

 
 
 

愛
知
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

犬
山
市
長
賞 

犬
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

愛
知
川
柳
作
家
協
会
会
長
賞 

５
．
発
表
会
場 

川
柳
大
会
（
当
日
投
句
受
付
、
入
選
発
表
、
選
評
、
表
彰
式
） 

 
 

 
 

 
 
 

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）
９
時
00
分
～
16
時
30
分 
犬
山
市
民
文
化
会
館 

 
 

 
 

 
 
 

入
選
作
品
は
、
「
作
品
集
」
と
し
て
刊
行
し
、
応
募
さ
れ
た
方
（
小
・
中
・
高
校
生
は
入
選
者
）
に
無
料
で
配
布
。 

６
．
問
い
合
わ
せ
先
と
募
集
要
項
の
依
頼
先 

 
 

 
 

 
 
 

〒
５
３
０
‐
０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１-

11-

９
０
５ 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
内) 

 
 

 
 

 
 
 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
大
会
事
務
局
宛 

 
 

 
 

 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
６
）
６
３
５
２
‐
２
２
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
６
）
６
３
５
２
‐
２
４
３
３ 

７
．
主 

催 

者 

文
化
庁 

愛
知
県 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会 

愛
知
川
柳
作
家
協
会 

 

第
31
回
国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」
愛
知
実
行
委
員
会 
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◎
小
・
中
学
生
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

い
も
ほ
れ
ば
み
ん
な
の
こ
こ
ろ
い
ち
れ
つ
だ 

山 

口 

小
６ 

藤
山 

そ
ら 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

八
十
の
祖
母
の
料
理
は
演
歌
付
き 

 
 
 

鹿
児
島 

中
３ 

内
田 

一
聖 

 
 

 

鹿
児
島
県
知
事
賞 

ぐ
ん
ぐ
ん
と
た
い
よ
う
目
ざ
せ
ぼ
く
の
い
も 

鹿
児
島 

小
２ 

山
下
お
う
が 

 
 

 

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

友
達
の
十
人
十
色
咲
か
せ
あ
う 

 
 
 
 

山 

口 

中
１ 

細
井 

優
希 

 
 

 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
賞 

じ
い
ち
ゃ
ん
は
牛
と
話
せ
る
ほ
が
ら
か
に 

鹿
児
島 

小
４ 

高
城 

結
衣 

 
 

 

薩
摩
川
内
市
長
賞 

つ
か
ま
え
た
あ
み
の
中
か
ら
夏
の
声 

 
 

鳥 

取 

小
３ 

源 
 

柚
希 

 
 

 

第
30
回
国
民
文
化
祭
薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

や
さ
し
さ
と
い
っ
し
ょ
に
届
く
祖
母
の
い
も 

鹿
児
島 

小
６ 

吉
永 

朋
生 

 
 

 

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

父
の
日
に
い
つ
も
言
わ
な
い
あ
り
が
と
う 

鹿
児
島 

小
５ 

幸
澤 

彩
晴 

 
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

い
も
う
と
が
桃
を
と
り
に
と
川
へ
い
く 

 

鹿
児
島 

小
４ 

中
村 

心
春 

 
 

 
鹿
児
島
県
川
柳
協
会
賞 

ま
ば
た
き
を
し
た
ら
時
間
が
す
ぎ
て
い
た 

佐 

賀 

小
３ 

真
島 

 

芽 
 

 

◎
高
校
生
・
一
般
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

津
波
に
も
耐
え
た
宿
で
す
ご
ゆ
っ
く
り 

 
 

 

栃 

木 

柳
岡 

睦
子 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

子
の
宿
に
な
ろ
う
元
気
で
い
な
け
れ
ば 

 
 
 

大 

阪 

岩
田 

明
子 

 
 

 

鹿
児
島
県
知
事
賞 

ネ
ジ
を
巻
く
た
び
に
陽
気
な
古
時
計 

 
 

 
 

神
奈
川 

阿
部 

文
彦 

 
 

 

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

桜
島
イ
モ
焼
酎
で
な
だ
め
た
い 

 
 
 
 
 
 

沖 

縄 

真
栄
城
久
枝 

 
 

 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
賞 

ほ
が
ら
か
を
杖
に
千
里
の
夢
を
追
う 
 
 

 
 

埼 

玉 

吉
澤 

泰
而 

 
 

 

薩
摩
川
内
市
長
賞 

ど
っ
と
過
去
手
花
火
の
玉
落
ち
て
か
ら 

 
 

 
福 

岡 

梅
崎 

流
青 

 
 

 

第
30
回
国
民
文
化
祭
薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

生
き
延
び
て
芋
に
頭
が
上
が
ら
な
い 

 
 

 
 

鹿
児
島 

愛
甲 

敬
子 

 
 

 

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

こ
う
の
と
り
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
春
よ
来
い 

 
 

大 

分 

小
石 
敬
子 

 
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

煽
ら
れ
て
美
徳
も
脱
い
で
列
に
入
る 

 
 

 
 

鹿
児
島 

下
原 

繁
治 

 
 

 

鹿
児
島
県
川
柳
協
会
賞 

一
篇
の
詩
が
少
年
を
汽
車
に
乗
せ 

 
 

 
 

 

広 

島 

田
辺
与
志
魚  

第 30 回 国民文化祭・かごしま「川柳の祭典」 
（平成 27 年 11 月 1 日） 

事前投句 1,970 人、ジュニア 5,966 人、当日 320 人 
第 27 回 国民文化祭・とくしま「川柳の祭典」 

（平成 24 年 11 月 18 日） 
事前投句 2,356 人、ジュニア 5,103 人、当日 455 人。 

◎
小
・
中
学
生
の
部 

  
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

友
達
は
ぼ
く
の
心
の
シ
ャ
ワ
ー
だ
な 

広 

島 

小
５ 

吉
田 

智
哉 

 
 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

霧

深

い

朝

の

部

活

へ

急

ぐ

足 

栃 

木 

中
３ 

安
居 

 

亮 

 
 
 

徳
島
県
知
事
賞 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
音
楽
室
で
み
は
っ
て
る 

高 

知 

小
４ 

山
下 

凌
河 

 
 
 

第
27
回
国
民
文
化
祭
徳
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

な
が
れ
ぼ
し
い
つ
か
て
に
す
る
金
メ
ダ
ル 

山 

口 

小
２ 

岡
本 

莉
子 

 
 
 

徳
島
県
議
会
議
長
賞 

ブ
ラ
ン
コ
が
今
と
昔
を
ゆ
れ
て
い
る 

徳 

島 

小
６ 

内
田 
 

遼 

 
 
 

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

き
ょ
う
り
ゅ
う
は
す
が
た
を
か
え
て
生
き
て
い
る 

広 

島 

小
６ 

金
山 

涼
凪 

 
 
 

徳
島
市
長
賞 

深
く
つ
く
そ
の
た
め
い
き
が
本
音
言
う 

島 

根 

中
２ 

原 
 

亜
海 

 
 
 

徳
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

流
さ
れ
ず
進
ん
で
い
こ
う
ぼ
く
の
道 

岩 

手 

小
５ 

田
村 

和
也 

 
 
 

社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
会
長
賞 

ど
こ
ま
で
も
は
だ
し
で
走
る
昔
の
子 

佐 

賀 

中
３ 

吉
原 

 

諒 

 
 
 

徳
島
県
川
柳
作
家
連
盟
会
長
賞 

練

習

着

チ

ー

ム

の

証

泥

ま

み

れ 

鳥 

取 

中
３ 

乾 
 

鷹
純 

◎
高
校
生
・
一
般
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

泥
ん
こ
の
軍
手
で
虹
を
つ
か
ま
え
る 

徳 

島 

大
西 

貞
子 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

土

に

触

れ

土

の

声

聞

く

太

い

指 

福 

島 

織
田 

順
子 

 
 

 

徳
島
県
知
事
賞 

揺
れ
る
っ
て
具
合
が
い
い
の
倒
れ
な
い 

宮 

城 

斎
藤 

 

晃 

 
 

 

第
27
回
国
民
文
化
祭
徳
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

耳

底

に

父

の

汽

笛

が

ま

だ

響

く 

兵 

庫 

寺
尾 

麦
人 

 
 

 

徳
島
県
議
会
議
長
賞 

や
さ
し
さ
を
土
偶
の
乳
房
か
ら
も
ら
う 

長 

崎 

平
井 

翔
子 

 
 

 

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

チ
ン
と
い
う
音
で
日
本
が
進
化
す
る 

大 

阪 

森
中
惠
美
子 

 
 

 

徳
島
市
長
賞 

長
寿
国
尻
尾
が
し
こ
み
杖
に
な
る 

千 

葉 

太
田
ヒ
ロ
子 

 
 

 

徳
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

一

本

の

滝

が

流

れ

る

父

の

背

な 

宮 

城 

鎌
田 

京
子 

 
 

 

社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
会
長
賞 

ひ

と

つ

ず

つ

昔

を

拾

う

頭

陀

袋 

広 

島 

増
田
マ
ス
ヱ 

 
 

 

徳
島
県
川
柳
作
家
連
盟
会
長
賞 

宇
宙
見
た
少
年
の
芽
が
進
化
す
る 

岩 

手 

野
口
み
の
る 
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 次の例会はいつ？お題は何？あなたの柳社の例会案内が日川協のホーム

ページで確認できるようになりました。手続きは内容を各柳社で入力をし

て貰うだけ。入力をしたら即ホームページで見れるようになります。 

 是非やってみたいという柳社がありましたら、事務局までお問い合わせ

ください。案内をお送りします。 

 

 

日川協ホームページで句会案内をしよう 
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（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
）
平
成
24
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

逝
去
日 

所
属
柳
社
名 

 
 
 

お
名
前 

 

年
齢 

 
 
 
 

３
／
14 

川

柳

天

守

閣 

久
保
田
元
紀 

72 

 
 
 
 

５
／
４ 

し
み
ず
川
柳
か
す
が 

岩
田 

笑
醉 

77 

 
 
 
 

８
／
10 

奈
良
番
傘
川
柳
会 

松
田 

俊
彦 

75 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 
愛 

媛 
 

 
 

平
成
28
年
６
月
26
日
（
日
） 

 
 

 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

 

▼ 

札 

幌 
 

 
 

平
成
29
年
６
月
18
日
（
日
） 

 
 

 

京
王
プ
ラ
ザ
さ
っ
ぽ
ろ 

 

▼ 

熊 

本 
 

 
 

平
成
30
年
６
月 

 
 

 

未 

定 
 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼ 

愛 

知 
 

 
 

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
） 

 
 

 

犬
山
市
民
文
化
会
館 

 

▼ 

奈 

良 
 

 
 

平
成
29
年
秋 

 
 

 

未 

定 
 

▼ 

大 

分 
 

 
 

平
成
30
年
秋 

 
 

 

未 

定 

 

編 

集 

後 

記 
  

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

★
昨
年
は
誹
風
柳
多
留
２
５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
、
誌
上
大
会
や
記
念

行
事
が
行
わ
れ
賑
わ
っ
た
年
だ
っ
た
。 

★
理
事
長
も
あ
い
さ
つ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
人
間
を
存
分
に
詠
む
川
柳

を
み
つ
め
、
自
分
を
磨
く
」
こ
と
を
今
年
は
実
践
し
た
い
。 

★
昨
今
の
川
柳
界
は
諸
説
が
多
彩
で
、
こ
れ
ぞ
川
柳
の
進
む
べ
き
道
と
い
う

信
念
が
薄
ら
ぎ
、
自
由
な
発
想
の
も
と
、
一
般
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

も
し
な
い
で
も
な
い
。
そ
ん
な
時
こ
そ
川
柳
の
立
場
を
強
調
し
て
正
し
い
方

向
に
導
き
た
い
も
の
で
す
。 

★
こ
と
し
の
行
事
と
し
て
６
月
26
日
に
松
山
市
で
の
愛
媛
大
会
、
秋
に
は

犬
山
市
で
国
民
文
化
祭
あ
い
ち
が
11
月
20
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

許
す
限
り
大
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。 

★
平
成
柳
多
留
第
19
集
を
現
在
募
集
中
、
目
標
２
０
０
０
名
と
い
っ
て
い

る
が
、
な
か
な
か
達
成
さ
れ
な
い
。
今
回
こ
そ
は
と
思
っ
て
い
る
。
加
盟
柳

社
の
推
薦
３
句
も
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
ど
う
か
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
月
１
日
消
印
有
効
で
す
。
さ
ら
な
る
投
句
を
お
願
い
し

た
い
。 

 

皆
様
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 27年 9月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

21 

22 

39 

時 事 川 柳 研 究 会 

川 柳 白 帆 吟 社 

飯 塚 番 傘 川 柳 会 

住  所 

代  表 

会  長 

〒193-0944 東京都八王子市館町 815-1 拓殖大学第 2 体育寮管理室 

上村  脩 〒165-0034 東京都中野区大和町 4-31-11         TEL 090-1733-0969 

坂本 喜文 〒820-0067 福岡県飯塚市川津 640-4              TEL 0948-29-8877 

 


